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№18

№19

№20

№21

№1

№2

№3

№5
№6

№7

№8

№9

№11

№10

北沿岸

南沿岸

№4

神林海岸

白浜(宮古)漁港海岸
高浜海岸

宮古港海岸（ 藤原）
宮古港海岸（ 鍬ヶ崎）
宮古港海岸（ 竜神崎）

赤前海岸
金浜海岸
宮古港海岸（ 高浜）

仲組漁港海岸
音部漁港海岸海岸

浦の沢漁港海岸

重茂漁港海岸

姉吉漁港海岸

千鶏漁港海岸
石浜漁港海岸

浪板地区
吉里吉里漁港海岸

片岸漁港海岸
室浜漁港海岸
大槌漁港海岸

根浜地区
片岸海岸

白浜（ 鵜住居） 漁港海岸
仮宿漁港海岸

宮古港海岸（ 浄土ヶ浜）

箱崎漁港海岸

長林地区
織笠漁港海岸

大沢漁港海岸
山田漁港海岸

白浜（ 釜石） 漁港海岸

佐須漁港海岸
青出浜海岸
釜石港海岸（ 尾崎）

釜石港海岸（ 湾口）

桑の浜漁港海岸
両石漁港海岸

嬉石漁港海岸

釜石漁港海岸

平田漁港海岸

水海海岸

釜石港海岸（ 大平）

釜石港海岸（ 須賀）

釜石港海岸（ 泉）

№9

№10

№18

№20

№21

№1

里海岸

№2

№3

№6

№7

№8

№11

№19

津軽石漁港海岸

川代漁港海岸　 　　 　 　

浦の浜農地海岸
浦の浜地区

小谷鳥農地海岸

船越漁港海岸（ 浦の浜）

船越南海岸

№5

小谷鳥漁港海岸
大浦漁港海岸

船越漁港海岸

宮古港海岸（ 藤の川）

№3図画位置図　

水産庁

港湾局

農村振興局

水国土局

林野庁
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№20              

№19

№21

№22～23

№24

№25

№12

№13

№14

№15

№16

№17

№18

大船渡漁港海岸

蛸ノ浦漁港海岸

大船渡港海岸（ 茶屋前）

跡浜海岸

大船渡港海岸（ 野野田）

大船渡港海岸（ 山口）
大船渡港海岸（ 清水） (永浜)

鳥沢地区

六ケ浦漁港（ 袖野）

六ケ浦漁港海岸（ 本港）

田の浜海岸

大野海岸

№22

大祝漁港海岸
三境漁港海岸
根岬漁港海岸（ 岩倉）
根岬漁港海岸（ 根岬）

№23

広田漁港海岸（ 広田）

石浜海岸
広田漁港海岸（ 後浜）

№24

大陽漁港海岸
矢の浦漁港海岸
小友農地海岸
両替漁港海岸
勝木田海岸

長部漁港海岸

脇之沢漁港海岸
高田海岸
（ 高田松原海岸）

要谷漁港海岸

下荒川農地海岸

本郷農地海岸

唐丹漁港海岸
（ 花露辺） ､（ 本郷）

大石漁港海岸

小白浜海岸
小白浜漁港海岸

根白漁港海岸

千歳漁港海岸

小壁漁港海岸

沖田農地海岸
吉浜農地海岸

扇洞漁港海岸

増館漁港海岸
吉浜漁港海岸

越喜来漁港海岸

泊漁港海岸

鬼沢漁港海岸

越喜来海岸

下甫嶺海岸

№13

№12

№14

№15

崎浜漁港海岸

砂子浜漁港海岸
小石浜漁港海岸

№17

合足農地海岸

綾里漁港海岸
（ 綾浬） ､（ 石浜）
小路漁港海岸（ 田の尻）
小路漁港海岸（ 小路）
合足漁港海岸

長崎漁港海岸

赤崎地区

№19

№16

№20

№25

野野前漁港海岸
№18

泊里漁港海岸

只出漁港海岸
門の浜漁港海岸

碁石漁港海岸
大船渡港海岸（ 湾口）
№21

普金海岸

水産庁

港湾局

農村振興局

水国土局

林野庁

№4図画位置図　
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防 護(津 波) 沖合施設（ 離 ：離岸堤、潜 ：潜堤・

防 護(侵 食) 人工リーフ、突 ：突堤・ヘッドランド)

環　境  養 ：養浜、サンドバイパス

利　用 橙字：工事中又は計画を表示

黒字：既設（完成又は暫定完成）を表示

海岸で特に重要な観点

白抜きの○は海岸保全区域外と
なる箇所での評価

※　　　　　　　で示す受益範囲は、地盤高が堤防天端高以下となる領域。

海 岸 保 全 施 設

 門 ：水門､樋門､陸閘

 堤 ：堤防、護 ：護岸、壁 ：胸壁

 消 ：消波施設（消波堤、消波工）侵
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

宮 古 市

水 ・ 市
姉

吉
漁

港
海

岸

　
山

間
部

に
開

け
た

港
で

、
ワ

カ
メ

、
コ

ン
ブ

漁
が

主
体

。
周

囲
は

崖
海

岸
か

ら
成

る
。

集
落

は
漁

港
か

ら
離

れ
た

と
こ

ろ
に

立
地

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

宮 古 市

水 ・ 市
○

千
鶏

漁
港

海
岸

　
崖

海
岸

に
位

置
す

る
港

で
、

定
置

網
や

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
漁

が
主

体
。

集
落

は
高

台
に

密
集

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

●
●

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

宮 古 市

水 ・ 市
石

浜
漁

港
海

岸

　
大

き
な

玉
石

の
浜

が
特

徴
の

港
で

あ
り

、
ワ

カ
メ

、
コ

ン
ブ

漁
が

主
体

。
周

囲
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

宮 古 市

水 ・ 市
川

代
漁

港
海

岸

　
山

間
部

に
開

け
た

港
で

、
ワ

カ
メ

、
コ

ン
ブ

漁
が

主
体

。
周

囲
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

山 田 町

水 ･ 県

山 田 湾
○

大
沢

漁
港

海
岸

　
天

然
の

良
港

で
あ

り
、

湾
内

は
カ

キ
、

ホ
タ

テ
の

養
殖

も
盛

ん
。

背
後

は
住

宅
密

集
地

。
T
.P

＋
9
.7

0
m

(6
.6

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

9
.7

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

2
,9

2
0
ｍ

水
門

6
基

陸
閘

1
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

山 田 町

水 ･ 県

山 田 湾
○

○
山

田
漁

港
海

岸

　
静

穏
度

の
高

い
天

然
の

良
港

で
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

の
養

殖
業

が
盛

ん
。

背
後

は
住

宅
密

集
地

。
T
.P

＋
9
.7

0
m

(6
.6

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

9
.7

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

2
,2

5
0
ｍ

水
門

5
基

陸
閘

1
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

山 田 町

水 ･ 町

山 田 湾
○

織
笠

漁
港

海
岸

　
織

笠
川

の
河

口
に

位
置

し
、

静
穏

な
山

田
湾

を
利

用
し

た
カ

キ
、

ホ
タ

テ
の

養
殖

が
主

体
。

背
後

は
住

宅
密

集
地

。
T
.P

＋
9
.7

0
m

(4
.8

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

9
.7

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,3

2
9
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

山 田 町

林 ・ 県

山 田 湾
 

 
長

林
地

区

　
山

田
湾

の
南

部
に

位
置

す
る

砂
浜

海
岸

。

―
（
 －

 ）
T
.P

.+
3
.5

0
m

（
3
.5

0
m

）
○

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
2
0
6
ｍ

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

山 田 町

林 ・ 県

山 田 湾
 

 
浦

の
浜

地
区

　
山

田
湾

の
南

部
に

位
置

す
る

砂
浜

海
岸

で
、

海
水

浴
等

の
重

要
な

観
光

地
と

な
っ

て
い

る
。

堤
防

背
面

は
潮

害
防

備
保

安
林

が
配

備
さ

れ
て

い
る

。

―
（
 －

 ）
T
.P

.+
2
.7

0
m

（
2
.7

0
m

）
○

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
3
8
0
ｍ

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

山 田 町

農 ・ 県

山 田 湾
○

浦
の

浜
農

地
海

岸

　
山

田
湾

の
南

部
に

位
置

す
る

砂
浜

海
岸

。

T
.P

＋
1
1
.6

0
m

(6
.6

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
1
.6

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
5
8
2
ｍ

水
門

１
門

養
浜

Ｌ
＝

3
8
0
ｍ

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

14



15



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

海
岸

保
全

区
域

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
４

.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

市 町 村 名

利
用

対
応

：
　

□
海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

環 境
利 用

指 定 済

防
護

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

５
．

海
岸

管
理

(
整

備
)
目

標
湾

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

16



17



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

山 田 町

水 ･ 県

山 田 湾

船
越

漁
港

海
岸

（
浦

の
浜

）

　
山

田
湾

の
南

部
に

位
置

し
、

背
後

に
は

道
路

及
び

福
祉

関
係

施
設

等
が

あ
る

。
―

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

○
○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

山 田 町

水 ･ 県

山 田 湾
○

○
大

浦
漁

港
海

岸

　
天

然
の

良
港

で
あ

り
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

の
養

殖
が

盛
ん

。
背

後
は

住
宅

密
集

地
。

T
.P

＋
9
.7

0
m

(6
.6

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

9
.7

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,7

3
0
ｍ

水
門

5
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

山 田 町

水 ･ 町

船 越 湾
小

谷
鳥

漁
港

海
岸

　
小

谷
島

農
地

海
岸

の
前

面
に

位
置

し
、

崖
及

び
砂

浜
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

ア
ワ

ビ
、

ウ
ニ

漁
が

盛
ん

。
砂

浜
は

コ
ン

ブ
の

干
場

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

山 田 町

農 ・ 県

船 越 湾
○

小
谷

鳥
農

地
海

岸

　
小

谷
鳥

漁
港

の
背

後
に

位
置

す
る

砂
浜

海
岸

。
T
.P

.+
1
2
.8

0
m

（
8
.0

0
m

）
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
2
.8

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
3
6
7
ｍ

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

山 田 町

水 ･ 県

船 越 湾
○

船
越

漁
港

海
岸

　
船

越
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
湾

奥
部

は
砂

浜
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

T
.P

.+
1
2
.8

0
m

（
8
.3

5
m

）
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.8

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

1
,5

8
0
ｍ

水
門

6
基

陸
閘

3
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

山 田 町

河 ・ 県

船 越 湾
○

船
越

南
海

岸

　
船

越
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
前

浜
は

砂
浜

で
、

背
後

は
公

園
（
予

定
）
。

T
.P

.+
1
2
.8

0
m

（
8
.3

5
m

）
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
2
.8

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
4
2
9
m

人
工

リ
ー

フ
１

基
（
L
=
2
5
0
ｍ

）
環

境
及

び
生

態
系

に
配

慮
し

て
計

画
・
施

工
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

18
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 槌 町

水 ･ 県

船 越 湾
○

○
吉

里
吉

里
漁

港
海

岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
崖

及
び

砂
浜

海
岸

か
ら

な
り

、
砂

浜
海

岸
は

県
内

有
数

の
海

水
浴

場
で

フ
ィ

ッ
シ

ャ
リ

ー
ナ

も
整

備
済

み
。

T
.P

.+
1
2
.8

0
m

（
6
.3

0
m

）
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● ◎ □ 〇

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
砂

浜
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

漁
業

・
海

水
浴

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
2
.8

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
憩

い
の

場
の

確
保

、
海

辺
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

を
改

善
・
向

上
さ

せ
る

。

堤
防

L
=
6
2
3
ｍ

胸
壁

L
=
3
0
0
ｍ

水
門

１
基

離
岸

堤
２

基
（
Ｌ

＝
2
0
0
ｍ

）

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

海
水

浴
場

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

大 槌 町

林 ･ 県

船 越 湾
浪

板
地

区

　
堤

防
前

面
は

片
寄

せ
海

岸
と

し
て

有
名

な
浪

板
海

岸
で

、
海

水
浴

等
の

重
要

な
観

光
地

と
な

っ
て

い
る

。
堤

防
背

面
は

潮
害

防
備

保
安

林
が

配
備

さ
れ

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
4
.5

0
m

(4
.5

0
m

)
○

〇
○

△ ○ ◎ □

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

海
浜

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
利

用
者

の
快

適
性

を
高

め
る

た
め

、
海

浜
の

保
全

に
努

め
る

。

天
端

高
を

T
.P

+
4
.5

m
と

し
た

堤
防

を
整

備
す

る
。

堤
防

L
=
4
0
7
m

当
面

は
、

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

を
図

る
。

海
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

20
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 槌 町

水 ･ 県

大 槌 湾
○

○
大

槌
漁

港
海

岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
大

槌
川

、
小

槌
川

の
河

口
に

位
置

す
る

天
然

の
良

港
で

、
背

後
は

住
宅

密
集

地
。

(安
渡

地
区

)
T
.P

.+
1
4
.5

0
m

(赤
浜

・
白

石
地

区
)

T
.P

.+
6
.4

0
m

(6
.4

0
m

)

―
（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.4

0
ｍ

の
堤

防
、

Ｔ
．

Ｐ
．

＋
1
4
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

1
9
0
8
ｍ

水
門

4
基

陸
閘

3
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

大 槌 湾
○

室
浜

漁
港

海
岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

の
養

殖
漁

業
が

中
心

で
あ

る
。

砂
浜

は
少

な
い

。
T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(5
.8

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
4
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

2
8
4
ｍ

水
門

2
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

大 槌 湾
片

岸
漁

港
海

岸

　
大

槌
湾

の
湾

奥
、

鵜
住

川
の

河
口

に
位

置
し

、
カ

キ
、

ワ
カ

メ
、

ホ
タ

テ
等

の
漁

業
が

営
ま

れ
る

。
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

釜 石 市

河 ・ 県

大 槌 湾
○

片
岸

海
岸

　
鵜

住
居

川
の

河
口

に
位

置
し

、
河

口
部

は
野

鳥
の

生
息

地
に

な
っ

て
い

る
。

前
浜

は
砂

浜
で

、
背

後
は

農
地

や
民

家
。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(6
.4

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
利

用
者

の
快

適
性

を
高

め
る

た
め

、
保

全
に

努
め

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
4
.5

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
7
6
1
m

樋
門

1
基

環
境

及
び

生
態

系
に

配
慮

し
て

計
画

・
施

工
を

行
う

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

林 ・ 県

大 槌 湾
根

浜
地

区

　
堤

防
前

面
は

県
内

で
も

有
数

な
根

浜
海

岸
で

、
海

水
浴

等
の

重
要

な
観

光
地

と
な

っ
て

い
る

。
堤

防
背

面
は

潮
害

防
備

保
安

林
が

配
備

さ
れ

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
5
.6

0
m

(5
.6

0
m

)
○

○
○

△ ○ ◎ □

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
侵

食
に

対
す

る
安

全
性

を
確

保
す

る
た

め
の

整
備

を
行

う
。

海
浜

景
観

の
保

全
に

配
慮

す
る

。
利

用
者

の
快

適
性

を
高

め
る

た
め

、
海

浜
の

保
全

に
努

め
る

。

天
端

高
を

T
.P

+
5
.6

m
と

し
た

堤
防

を
整

備
す

る
。

堤
防

L
=
5
7
3
ｍ

当
面

は
、

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

を
図

る
。

海
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

釜 石 市

水 ･ 県

大 槌 湾
○

○
箱

崎
漁

港
海

岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
大

槌
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
北

側
に

は
根

浜
海

岸
や

フ
ィ

ッ
シ

ャ
リ

ー
ナ

が
あ

り
、

海
水

浴
客

等
で

賑
わ

う
。

(箱
崎

地
区

)
T
.P

.+
1
4
.5

0
m

(根
浜

地
区

)
T
.P

.+
5
.6

0
m

(5
.6

0
m

)

―
（
 －

 ）
●

●
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

5
.6

0
ｍ

の
堤

防
、

Ｔ
．

Ｐ
．

＋
1
4
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

7
4
9
ｍ

水
門

2
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

22



23



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

釜 石 市

水 ･ 県

大 槌 湾
○

白
浜

(鵜
住

居
)

漁
港

海
岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
山

間
部

に
開

け
た

漁
港

で
、

背
後

は
傾

斜
地

と
な

っ
て

お
り

土
地

利
用

性
は

乏
し

い
。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(6
.4

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
4
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

3
6
8
ｍ

水
門

2
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

両 石 湾
○

仮
宿

漁
港

海
岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
あ

る
が

、
歴

史
は

古
い

。
ワ

カ
メ

、
ホ

タ
テ

等
の

養
殖

業
が

中
心

。
殆

ど
が

崖
海

岸
か

ら
な

る
。

T
.P

＋
1
2
.0

0
m

(6
.4

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.0

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

1
5
2
ｍ

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

24
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

釜 石 市

水 ・ 市

両 石 湾
○

桑
の

浜
漁

港
海

岸

　
山

間
部

の
小

港
で

あ
る

が
、

両
石

湾
の

中
核

港
で

、
定

置
網

、
ワ

カ
メ

、
コ

ン
ブ

、
ホ

タ
テ

漁
が

中
心

。
周

辺
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

T
.P

＋
1
2
.0

0
m

(9
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.0

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
6
0
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ･ 県

両 石 湾
○

○
両

石
漁

港
海

岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

、
両

石
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
天

然
の

良
港

。
過

去
の

津
波

で
は

壊
滅

的
な

被
害

を
受

け
た

。
T
.P

＋
1
2
.0

0
m

(9
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.0

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
=
5
0
4
ｍ

水
門

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

河 ・ 県

両 石 湾
○

水
海

海
岸

　
両

石
湾

の
湾

奥
に

位
置

し
、

水
海

川
の

河
口

に
あ

た
る

。
前

浜
は

砂
浜

で
海

水
浴

に
利

用
さ

れ
、

背
後

は
都

市
公

園
。

T
.P

＋
1
2
.0

0
m

(1
2
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

△ ◎

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
堤

防
背

後
の

潮
害

防
備

保
安

林
の

適
正

な
管

理
と

併
せ

て
、

堤
防

施
設

と
相

乗
的

な
効

果
を

確
保

す
る

。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
2
5
0
m

水
門

１
基

離
岸

堤
2
基

（
L
=
1
3
0
m

）
人

工
リ

ー
フ

2
基

（
L
=
1
9
0
ｍ

）
養

浜
L
=
2
2
0
ｍ

―
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

26
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

釜 石 市

港 ・ 県

釜 石 湾
○

釜
石

港
海

岸
（
泉

）

　
崖

海
岸

か
ら

な
り

、
背

後
は

山
地

。
保

全
対

象
が

な
い

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
●

 

◎
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

―
―

―

釜 石 市

水 ･ 県

釜 石 湾
○

○
釜

石
漁

港
海

岸

　
背

後
に

山
地

が
迫

る
細

長
い

港
で

、
漁

港
区

域
と

港
湾

区
域

が
重

複
す

る
二

重
指

定
港

。
定

置
網

等
の

沿
岸

漁
業

の
中

心
港

。
T
.P

＋
6
.1

0
m

(4
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.1

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,8

3
6
ｍ

水
門

1
4
基

陸
閘

8
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

港 ・ 県

釜 石 湾
○

釜
石

港
海

岸
（
須

賀
）

　
釜

石
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
水

深
が

深
い

天
然

の
良

港
。

背
後

は
道

路
・
工

場
等

が
立

地
、

連
続

し
て

市
街

地
。

T
.P

＋
6
.1

0
m

(4
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
、

保
全

に
努

め
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
6
.1

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
1
,0

2
0
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

7
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

釜 石 湾
○

嬉
石

漁
港

海
岸

　
甲

子
川

の
河

口
に

位
置

す
る

静
穏

な
良

港
で

、
ワ

カ
メ

を
中

心
と

し
た

海
面

養
殖

業
が

盛
ん

。
背

後
は

住
宅

密
集

地
。

T
.P

＋
6
.1

0
m

(4
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.1

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

5
0
0
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

港 ・ 県

釜 石 湾
○

釜
石

港
海

岸
（
大

平
）

　
釜

石
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
背

後
に

は
オ

イ
ル

タ
ー

ミ
ナ

ル
と

下
水

処
理

場
と

水
産

加
工

団
地

が
立

地
。

T
.P

＋
6
.1

0
m

(4
.1

4
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

△ ◎

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
6
.1

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
8
5
5
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

1
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

釜 石 湾
○

平
田

漁
港

海
岸

　
釜

石
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
周

辺
は

大
規

模
な

埋
立

造
成

が
行

わ
れ

た
。

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

ホ
タ

テ
漁

が
中

心
。

T
.P

＋
6
.1

0
m

(4
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.1

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

5
2
1
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

28



29



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

釜 石 市

港 ・ 県

釜 石 湾
○

釜
石

港
海

岸
（
湾

口
）

　
津

波
か

ら
の

生
命

・
財

産
防

護
、

港
内

静
穏

度
向

上
に

よ
る

安
全

な
岸

壁
荷

役
、

荒
天

時
の

避
泊

水
域

の
確

保
の

た
め

、
全

長
1
9
6
0
ｍ

の
湾

口
防

波
堤

を
直

轄
で

整
備

済
み

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
か

ら
の

防
護

を
確

保
す

る
。

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
適

正
な

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

す
る

。
海

域
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
を

T
.P

.+
5
.1

m
と

し
た

防
波

堤
を

整
備

す
る

。
防

波
堤

L
=
1
,6

6
0
ｍ

潜
堤

L
=
3
0
0
m

背
後

地
域

や
湾

全
体

の
防

護
及
び

港
の

利
用

を
推

進
す

る
た

め
、

災
害
復

旧
事

業
の

整
備

促
進

を
図

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

釜 石 市

水 ・ 市

釜 石 湾
○

白
浜

（
釜

石
）

漁
港

海
岸

　
山

間
部

に
開

け
た

漁
港

で
あ

り
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

ホ
タ

テ
漁

が
中

心
。

周
辺

は
大

部
分

が
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。
T
.P

＋
6
.1

0
m

(6
.1

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.1

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

2
3
1
ｍ

水
門

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

港 ・ 県

釜 石 湾

釜
石

港
海

岸
（
尾

崎
）

　
周

辺
は

崖
海

岸
で

、
背

後
は

山
地

。
保

全
対

象
が

な
い

。
―

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

 

◎
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

―
―

―

釜 石 市

河 ・ 県

釜 石 湾
○

青
出

浜
海

岸

　
崖

海
岸

の
中

に
あ

る
小

海
岸

。
尾

崎
神

社
へ

詣
で

る
た

め
の

唯
一

の
海

岸
（
船

着
場

）
。

神
秘

的
な

海
岸

で
豊

か
な

自
然

が
残

る
。

―
( 

－
 )

(自
然

海
岸

）

―
（
 －

 ）
 

 
●

 

◎
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

―
―

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
海

岸
環

境
の

状
況

の
変

化
に

留
意

す
る

。

釜 石 市

水 ・ 市

唐 丹 湾
○

佐
須

漁
港

海
岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
あ

り
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
の

養
殖

や
ア

ワ
ビ

の
稚

貝
放

流
を

行
っ

て
い

る
。

前
浜

は
砂

浜
、

周
囲

は
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
4
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
=
1
4
1
ｍ

水
門

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

30
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)

津 波
侵 食

釜 石 市

水 ･ 県

唐 丹 湾
○

唐
丹

漁
港

海
岸

（
花

露
辺

）

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
平

地
が

少
な

く
、

周
囲

は
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。
―

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
●

●

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

釜 石 市

水 ･ 県

唐 丹 湾

唐
丹

漁
港

海
岸

（
本

郷
）

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
入

江
を

利
用

し
た

天
然

の
良

港
で

、
本

郷
農

地
海

岸
の

前
面

に
位

置
す

る
。

前
浜

は
砂

浜
で

あ
る

が
周

囲
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

釜 石 市

農 ・ 県

唐 丹 湾
○

本
郷

農
地

海
岸

　
唐

丹
漁

港
の

背
後

に
位

置
す

る
。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(1
1
.8

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
4
.5

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
Ｌ

＝
2
7
2
ｍ

樋
門

１
基

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

水 ･ 県

唐 丹 湾
○

○
小

白
浜

漁
港

海
岸

　
漁

港
施

設
が

存
在

す
る

。
唐

丹
湾

の
湾

奥
部

、
片

岸
川

及
び

熊
野

川
の

河
口

に
位

置
す

る
。

砂
浜

海
岸

及
び

崖
海

岸
か

ら
成

る
。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(1
1
.8

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
4
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

4
3
7
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

3
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

釜 石 市

河 ・ 県

唐 丹 湾
○

○
小

白
浜

海
岸

　
片

岸
川

の
河

口
に

位
置

す
る

砂
浜

海
岸

で
、

背
後

は
農

地
や

民
家

。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(1
1
.8

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
充

実
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

・
景

観
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
、

保
全

に
努

め
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
4
.5

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
5
2
0
m

水
門

１
基

陸
閘

１
基

環
境

及
び

生
態

系
に

配
慮

し
て

計
画

・
施

工
を

行
う

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

釜 石 市

農 ・ 県

唐 丹 湾
○

下
荒

川
農

地
海

岸

　
小

白
浜

漁
港

の
背

後
に

位
置

し
、

前
浜

は
海

水
浴

場
と

し
て

利
用

さ
れ

、
熊

野
川

に
は

サ
ケ

も
遡

上
す

る
。

T
.P

＋
1
4
.5

0
m

(4
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
4
.5

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
3
4
8
ｍ

水
門

１
基

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

釜 石 市

水 ・ 市
大

石
漁

港
海

岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

ホ
タ

テ
漁

等
が

中
心

。
周

囲
は

崖
海

岸
で

平
地

が
少

な
い

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

○
○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：

　
●

津
波

対
策

、
　

○
侵

食
な

ど
の

海
岸

保
全

対
策

、
　

△
保

守
点

検
等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

32
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ・ 市
千

歳
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

の
入

江
を

利
用

し
た

小
港

で
、

ホ
タ

テ
、

ホ
ヤ

、
ワ

カ
メ

漁
が

中
心

。
集

落
は

高
台

に
密

集
。

千
歳

海
岸

は
景

勝
地

と
し

て
有

名
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
海

岸
環

境
の

状
況

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

34
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ･ 県

吉 浜 湾
根

白
漁

港
海

岸

　
吉

浜
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
ホ

タ
テ

、
ホ

ヤ
、

ワ
カ

メ
漁

が
中

心
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。
「
吉

浜
（
キ

ッ
ピ

ン
）
ア

ワ
ビ

」
は

良
質

で
有

名
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

吉 浜 湾
扇

洞
漁

港
海

岸

　
吉

浜
湾

の
湾

奥
部

、
崖

海
岸

に
立

地
す

る
小

港
。

刺
網

、
イ

カ
釣

り
、

ホ
ヤ

、
ワ

カ
メ

、
ホ

タ
テ

漁
が

中
心

。
集

落
は

背
後

の
丘

陵
地

に
形

成
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

農 ・ 県

吉 浜 湾
○

沖
田

農
地

海
岸

　
礫

浜
海

岸
で

周
囲

は
崖

地
。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
4
.5

0
m

(4
.5

0
m

)
 

●
●

 

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
1
6
3
m

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

農 ・ 県

吉 浜 湾
○

吉
浜

農
地

海
岸

　
吉

浜
川

の
河

口
に

位
置

す
る

。
海

水
浴

場
と

し
て

利
用

さ
れ

、
サ

ケ
も

遡
上

す
る

。

T
.P

＋
7
.1

5
m

(7
.1

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

同
位

置
に

天
端

高
T
.P

＋
7
.1

5
m

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
5
9
4
ｍ

樋
門

１
基

離
岸

堤
２

基
（
L
=
1
6
1
ｍ

）

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

吉 浜 湾
○

吉
浜

漁
港

海
岸

　
吉

浜
湾

の
湾

奥
部

、
吉

浜
川

の
河

口
に

位
置

す
る

。
刺

網
、

ワ
カ

メ
漁

等
が

中
心

。
崖

海
岸

と
砂

浜
海

岸
か

ら
成

る
。

T
.P

＋
7
.1

5
m

(7
.1

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

7
.1

5
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

8
7
ｍ

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

吉 浜 湾
増

館
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

の
入

江
を

利
用

し
た

小
港

で
、

刺
網

、
か

ご
漁

、
ワ

カ
メ

漁
等

が
中

心
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

36
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ・ 市
小

壁
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

の
入

江
を

利
用

し
た

小
港

で
、

定
置

網
で

の
サ

ケ
漁

が
中

心
。

集
落

は
離

れ
た

高
台

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

38
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)

津 波
侵 食

大 船 渡 市

水 ･ 県

越 喜 来 湾

○
越

喜
来

漁
港

海
岸

　
越

喜
来

湾
の

湾
奥

部
に

位
置

し
、

定
置

網
、

イ
カ

釣
り

、
ワ

カ
メ

漁
等

が
中

心
。

背
後

の
丘

陵
地

に
集

落
が

立
地

。
T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

2
6
5
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

河 ・ 県

越 喜 来 湾

○
越

喜
来

海
岸

　
浦

浜
川

、
泊

川
の

河
口

に
位

置
す

る
砂

浜
海

岸
で

あ
り

、
背

後
は

農
地

や
民

家
。

T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
T
.P

+
6
.7

0
m

（
 －

 ）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
1
.5

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
8
9
9
ｍ

樋
管

2
基

水
門

2
基

離
岸

堤
1
基

（
L
=
1
2
0
ｍ

）
人

工
リ

ー
フ

1
基

（
L
=
1
2
0
ｍ

）
突

堤
2
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

施
設

等
環

境
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

越 喜 来 湾

○
泊

漁
港

海
岸

　
越

喜
来

湾
の

湾
奥

部
に

位
置

す
る

小
港

で
、

海
面

養
殖

業
が

中
心

。
周

囲
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。
T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
陸

閘
（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

2
9
5
ｍ

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

河 ・ 県

越 喜 来 湾

○
　

下
甫

嶺
海

岸

　
甫

嶺
川

の
河

口
に

位
置

し
、

波
浪

が
高

い
。

前
浜

は
な

く
、

背
後

は
民

家
や

農
地

。

T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

 

● 〇 △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
1
.5

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
3
3
4
ｍ

水
門

2
基

護
岸

L
=
7
6
ｍ

離
岸

堤
２

基
（
L
＝

2
4
0
ｍ

）

漁
業

施
設

等
環

境
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

汀
線

の
変

化
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

越 喜 来 湾

○
○

鬼
沢

漁
港

海
岸

　
越

喜
来

湾
の

湾
奥

部
に

位
置

し
、

集
落

は
山

裾
の

平
地

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
4
.3

0
m

(4
.3

0
m

)
 

●
●

●

○ △ ◎ □

侵
食

に
対

す
る

安
全

性
を

確
保

す
る

た
め

の
整

備
を

行
う

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
T
.P

.+
4
.3

0
ｍ

の
護

岸
を

整
備

済
み

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

護
岸

L
＝

7
5
.0

ｍ
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

業
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

汀
線

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

環 境

４
.
海
岸

管
理

者
が

実
施

す
る

施
策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：

　
●

津
波

対
策

、
　

○
侵

食
な

ど
の

海
岸

保
全

対
策

、
　

△
保

守
点

検
等

利 用

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ･ 県

越 喜 来 湾

○
崎

浜
漁

港
海

岸

　
漁

港
背

後
の

緩
や

か
な

斜
面

に
集

落
が

立
地

。
周

囲
は

崖
海

岸
と

な
っ

て
い

る
。

T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

4
1
8
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

2
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

越 喜 来 湾

○
○

小
石

浜
漁

港
海

岸

　
山

間
部

に
開

け
た

漁
港

で
、

周
囲

は
崖

海
岸

か
ら

成
り

、
集

落
は

背
後

の
斜

面
に

立
地

。
T
.P

＋
1
1
.5

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
・
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
4
5
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

越 喜 来 湾

砂
子

浜
漁

港
海

岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
、

定
置

網
、

ホ
タ

テ
漁

等
が

中
心

。
周

囲
は

崖
海

岸
か

ら
成

り
、

集
落

は
背

後
の

丘
陵

地
に

立
地

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ・ 市

綾 里 湾
○

野
野

前
漁

港
海

岸

　
綾

里
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
砂

浜
海

岸
（
海

水
浴

場
に

利
用

）
と

崖
海

岸
か

ら
成

る
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。

T
.P

＋
7
.9

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

7
.9

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

4
2
3
ｍ

水
門

2
基

防
砂

堤
２

基
（
Ｌ

＝
1
5
6
ｍ

）

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

市 町 村 名

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用

防
護

環 境

所 管 ・ 管 理 者

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
８

.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

指 定 済

要 指 定

湾

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

利
用

対
応

：
　

□

６
.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

水 ･ 県
○

綾
里

漁
港

海
岸

（
綾

里
）

　
綾

里
川

の
河

口
に

位
置

す
る

入
江

を
利

用
し

た
良

港
で

、
大

部
分

が
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。
集

落
は

高
台

に
立

地
。

T
.P

＋
1
1
.6

0
m

(7
.9

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.6

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
遠

隔
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

6
0
7
ｍ

水
門

3
基

陸
閘

4
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ･ 県
○

綾
里

漁
港

海
岸

（
石

浜
）

　
綾

里
地

区
と

殿
見

島
を

挟
ん

で
位

置
す

る
入

江
を

利
用

し
た

良
港

で
、

周
囲

は
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。
T
.P

＋
1
1
.6

0
m

( 
- 

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
1
.6

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

4
7
0
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

2
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡
市

水 ・ 市

小
路

漁
港

海
岸

（
田

の
尻

）

　
崖

海
岸

の
小

入
江

を
利

用
し

た
小

港
で

、
船

引
き

網
漁

、
ワ

カ
メ

漁
が

中
心

。
集

落
は

高
台

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡
市

水 ・ 市

小
路

漁
港

海
岸

（
小

路
）

　
崖

海
岸

の
小

入
江

を
利

用
し

た
小

港
で

、
船

引
き

網
漁

、
ワ

カ
メ

漁
が

中
心

。
集

落
は

高
台

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市
　

合
足

漁
港

海
岸

　
山

間
部

に
開

け
た

小
港

で
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
、

ウ
ニ

、
ア

ワ
ビ

漁
が

中
心

。
前

浜
は

砂
浜

海
岸

で
、

周
囲

は
崖

海
岸

と
な

っ
て

い
る

。
集

落
は

高
台

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

林 ・ 県
赤

崎
地

区

　
海

岸
線

直
後

に
潮

害
防

備
保

安
林

を
配

備
し

て
、

保
安

林
背

後
の

耕
地

等
を

潮
の

害
か

ら
保

全
し

て
い

る
。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
2
.5

0
m

(2
.5

0
m

)
○

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
2
6
m

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

農 ・ 県
○

合
足

農
地

海
岸

　
合

足
漁

港
の

背
後

で
、

合
足

川
の

河
口

に
位

置
す

る
。

T
.P

＋
1
4
.1

0
m

(9
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
1
4
.1

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
2
3
4
ｍ

水
門

１
基

陸
閘

１
基

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡
市

水 ・ 市

大 船 渡
湾

長
崎

漁
港

海
岸

　
半

島
先

端
部

に
位

置
し

、
崖

海
岸

の
小

入
江

を
利

用
し

た
漁

港
で

、
集

落
は

高
台

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項
環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等

利 用整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

湾
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

46



47



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)

津 波
侵 食

大 船 渡 市

林 ・ 県

大 船 渡 湾

鳥
沢

地
区

　
大

船
渡

港
東

岸
尾

崎
岬

の
太

平
洋

側
に

位
置

し
、

堤
防

と
背

後
の

潮
害

防
護

保
安

林
と

併
せ

て
、

背
後

地
の

道
路

と
民

家
を

保
全

し
て

い
る

。

―
（
 －

 ）

T
.P

.＋
5
.1

7
m

（
沈

下
後

高
さ

）
(5

.1
7
m

)
○

△
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・保
全

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

し
て

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
1
3
4
m

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ・ 市

大 船 渡 湾

○
蛸

ノ
浦

漁
港

海
岸

　
大

船
渡

湾
東

岸
に

位
置

し
、

定
置

網
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

漁
等

が
中

心
。

集
落

は
背

後
の

わ
ず

か
な

平
地

に
密

集
。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(3
.5

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

7
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,3

3
3
ｍ

水
門

6
基

陸
閘

8
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

○
大

船
渡

港
海

岸
（
清

水
）

　
静

穏
な

海
域

で
あ

る
。

背
後

は
道

路
や

民
家

が
あ

る
。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(3
.5

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、
防

護
・

保
全

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

し
て

、
施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保
全

に
配

慮
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
8
3
0
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

9
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
漁

業
関

係
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・

修
繕

を
行

う
。

施
設

及
び

施
設

を
操

作
す

る
た

め
に

必
要
な

機
械

、
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・

整
備

を
行

う
。

背
後

に
道

路
が

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
侵

食
状

況
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

○
○

大
船

渡
港

海
岸

（
永

浜
）

　
静

穏
な

海
域

で
あ

る
。

背
後

は
道

路
や

民
家

が
あ

る
。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(3
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
1
,2

3
8
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

3
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
漁

業
関

係
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・

修
繕

を
行

う
。

施
設

及
び

施
設

を
操

作
す

る
た

め
に

必
要
な

機
械

、
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・

整
備

を
行

う
。

背
後

に
道

路
が

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
侵

食
状

況
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

○
○

大
船

渡
港

海
岸

（
山

口
）

　
港

湾
施

設
の

拡
充

で
前

面
が

埋
立

て
の

予
定

。
背

後
は

道
路

や
民

家
が

密
集

。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(3
.1

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
1
,1

4
0
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

6
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
漁

業
関

係
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・

修
繕

を
行

う
。

施
設

及
び

施
設

を
操

作
す

る
た

め
に

必
要
な

機
械

、
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・

整
備

を
行

う
。

背
後

に
道

路
が

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
侵

食
状

況
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

河 ・ 県

大 船 渡 湾

○
跡

浜
海

岸

　
大

船
渡

港
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
背

後
は

市
街

地
。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
6
3
1
ｍ

水
門

１
基

陸
閘

7
基

背
後

地
域

の
土

地
利

用
に

配
慮

し
て

計
画

・
施

工
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

河 ・ 県

大 船 渡 湾

 
○

普
金

海
岸

　
大

船
渡

港
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
背

後
は

工
業

地
。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保

全
に

配
慮

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
4
5
4
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

3
基

背
後

地
域

の
土

地
利

用
に

配
慮

し
て

計
画

・
施

工
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

○
大

船
渡

港
海

岸
（
茶

屋
前

）

　
大

船
渡

湾
の

湾
奥

部
に

位
置

し
、

背
後

は
市

街
地

。
恒

常
的

に
散

策
等

、
市

民
の

憩
い

の
場

と
し

て
利

用
さ

れ
る

。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(3
.4

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、
防

護
・

保
全

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

し
て

、
施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保
全

に
配

慮
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
9
0
7
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

4
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・

修
繕

を
行

う
。

背
後

に
道

路
が

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
侵

食
状

況
に

留
意

す
る

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・

整
備

を
行

う
。

利
用

者
が

訪
れ

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

○
大

船
渡

港
海

岸
（
野

々
田

）

　
大

船
渡

湾
の

湾
奥

部
に

位
置

し
、

背
後

は
市

街
地

。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

( 
-
 )

―
（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、
防

護
・

保
全

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

し
て

、
施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
海

岸
施

設
周

辺
の

環
境

の
保
全

に
配

慮
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

.+
7
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
＝

5
6
1
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

3
基

港
湾

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
漁

業
関

係
者

と
の

調
整

に
配

慮
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・

修
繕

を
行

う
。

背
後

に
道

路
が

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
侵

食
状

況
に

留
意

す
る

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・

整
備

を
行

う
。

利
用

者
が

訪
れ

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ･ 県

大 船 渡 湾

○
○

大
船

渡
漁

港
海

岸

　
大

船
渡

湾
の

西
岸

に
位

置
し

、
県

内
有

数
の

漁
港

。
背

後
に

は
家

屋
が

密
集

。

T
.P

.＋
7
.5

0
m

(－
、

3
.4

0
m

)
―

（
 －

 ）
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●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

7
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

2
,8

9
6
ｍ

水
門

1
7
基

陸
閘

1
9
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

　

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

環 境

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す
る

施
策

環
境

対
応

：
　

◎
防

護
対

応
：

　
●

津
波

対
策

、
　

○
侵

食
な

ど
の

海
岸

保
全

対
策

、
　

△
保

守
点

検
等

利 用

整
　

備
　
箇

　
所

　
整

　
理

　
表

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

市 町 村 名

所 管 ・ 管 理 者

要 指 定

防
護

指 定 済

利
用

対
応

：
　

□

８
.
維
持

又
は

修
繕

の
方

法
湾

５
．

海
岸

管
理

(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

海
岸

保
全

区
域 海

岸
保

全
区

域
に

「
指

定
済

」
及

び
「

要
指

定
」

に
〇

印
が

な
い

も
の

：
一

般
公

共
海

岸
な

ど

48
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

大 船 渡 市

港 ・ 県

大 船 渡 湾

大
船

渡
港

海
岸

（
湾

口
）

　
津

波
か

ら
の

生
命

・
財

産
防

護
、

港
内

静
穏

度
向

上
に

よ
る

安
全

な
岸

壁
荷

役
、

荒
天

時
の

避
泊

水
域

の
確

保
の

た
め

、
全

長
7
3
6
ｍ

の
湾

口
防

波
堤

を
直

轄
で

整
備

済
み

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
○

 
○

○

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
か

ら
の

防
護

を
確

保
す

る
。

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
適

正
な

施
設

の
維

持
管

理
を

実
施

す
る

。
海

域
環

境
の

保
全

に
配

慮
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

現
状

の
海

岸
環

境
を

継
承

す
る

。
天

端
高

を
T
.
P
.
+
1
0
.
4
m
と

し
た

防
波

堤
を

整
備

す
る

。

防
波

堤
L
=
5
3
5
ｍ

潜
堤

L
=
2
0
1
m

背
後

地
域

や
湾

全
体

の
防

護
及

び
港

の
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
災

害
復

旧
事

業
の

整
備

促
進

を
図

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ・ 市
○

碁
石

漁
港

海
岸

　
崖

海
岸

に
立

地
す

る
小

港
で

、
景

勝
地

碁
石

海
岸

の
中

に
あ

る
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。

T
.P

＋
8
.0

0
m

(8
.0

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

8
.0

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
7
1
ｍ

水
門

1
基

陸
閘

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

大 船 渡 市

水 ・ 市
○

泊
里

漁
港

海
岸

　
崖

海
岸

の
入

江
を

利
用

し
た

漁
港

で
、

ワ
カ

メ
、

コ
ン

ブ
漁

が
主

体
。

集
落

は
背

後
の

平
地

に
密

集
。

T
.P

＋
1
2
.8

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.8

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

3
8
9
ｍ

水
門

1
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

大 船 渡 市

水 ･ 県

門 の 浜 湾

○
門

の
浜

漁
港

海
岸

　
砂

浜
海

岸
と

崖
海

岸
か

ら
成

り
、

コ
ン

ブ
、

ワ
カ

メ
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

漁
等

が
中

心
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。

T
.P

＋
1
2
.8

0
m

(8
.5

0
m

)
T
.P

＋
2
.1

0
m

(2
.1

0
m

)
●

●
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.8

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,4

2
3
ｍ

護
岸

L
＝

1
7
2
ｍ

離
岸

堤
L
＝

2
4
0
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

6
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

大 野 湾
○

只
出

漁
港

海
岸

　
漁

港
背

後
の

緩
や

か
な

傾
斜

面
に

集
落

が
立

地
し

、
ワ

カ
メ

、
ｺ
ﾝ
ﾌ
ﾞ漁

等
が

中
心

T
.P

＋
1
0
.9

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
0
.9

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
陸

閘
（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

9
4
4
.2

ｍ
水

門
1
基

陸
閘

4
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

市 町 村 名

湾

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

所 管 ・ 管 理 者

指 定 済

要 指 定

防
護

環 境
利 用

海
岸

保
全

区
域

に
「

指
定

済
」

及
び

「
要

指
定

」
に

〇
印

が
な

い
も

の
：

一
般

公
共

海
岸

な
ど

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

50



51



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)

津 波
侵 食

陸 前 高 田 市

河 ・ 県

大 野 湾
○

田
の

浜
海

岸

　
崖

海
岸

で
背

後
は

農
地

。

―
（
 －

 ）
T
.P

＋
3
.1

0
m

(3
.1

0
m

)
 

●
●

 

△ ◎

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

護
岸

L
＝

1
4
7
ｍ

舟
揚

場
L
=
1
2
ｍ

離
岸

堤
2
基

（
L
=
1
6
5
ｍ

）

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

陸 前 高 田 市

水 ･ 県

大 野 湾

六
ヶ

浦
漁

港
海

岸
（
袖

野
）

　
崖

海
岸

に
立

地
す

る
小

港
で

、
定

置
網

、
刺

網
、

カ
キ

、
ホ

タ
テ

、
ワ

カ
メ

漁
等

が
中

心
。

集
落

は
高

台
に

立
地

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

河 ・ 県

大 野 湾
○

大
野

海
岸

　
広

大
な

砂
浜

海
岸

で
、

海
水

浴
利

用
が

盛
ん

で
利

便
施

設
も

あ
る

。
背

後
は

住
宅

地
。

T
.P

.+
1
0
.4

0
m

(8
.5

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
0
.4

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
5
7
5
ｍ

舟
置

場
L
=
2
1
ｍ

排
水

樋
管

3
基

離
岸

堤
3
基

（
L
=
3
0
0
ｍ

）
遊

歩
道

L
=
1
6
1
ｍ

護
岸

L
=
5
1
3
ｍ

海
浜

植
物

等
環

境
・
景

観
に

配
慮

し
施

工
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。

陸 前 高 田 市

水 ･ 県

大 野 湾
○

○
六

ヶ
浦

漁
港

海
岸

（
本

港
）

　
砂

浜
海

岸
と

崖
海

岸
か

ら
成

り
、

砂
浜

は
海

水
浴

に
利

用
さ

れ
る

。
集

落
は

高
台

に
立

地
。

T
.P

.+
1
0
.4

0
m

(8
.5

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
砂

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
0
.4

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

6
3
3
ｍ

離
岸

堤
L
＝

2
8
3
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

1
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市
大

祝
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

の
小

入
江

を
利

用
し

た
小

港
で

、
ウ

ニ
、

ア
ワ

ビ
漁

が
中

心
。

集
落

は
離

れ
た

山
間

に
立

地
。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市
三

境
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

に
立

地
す

る
小

港
で

、
ウ

ニ
、

ア
ワ

ビ
漁

が
中

心
。

景
勝

地
黒

崎
仙

峡
に

隣
接

。
集

落
は

離
れ

た
山

間
に

立
地

。

―
（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

 
○

○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市
○

根
岬

漁
港

海
岸

（
岩

倉
）

　
崖

海
岸

の
小

入
江

を
利

用
し

た
小

港
で

、
刺

網
、

ホ
タ

テ
、

ワ
カ

メ
漁

等
が

中
心

。
集

落
は

背
後

の
高

台
に

立
地

。
T
.P

＋
6
.3

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
礫

浜
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.3

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
=
1
1
2
ｍ

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市
○

根
岬

漁
港

海
岸

（
根

岬
）

　
崖

海
岸

の
入

江
を

利
用

し
た

小
港

で
、

青
松

島
周

辺
の

岩
礁

域
は

ウ
ニ

、
ア

ワ
ビ

の
宝

庫
。

集
落

は
背

後
の

高
台

に
立

地
。

T
.P

＋
6
.3

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

6
.3

0
0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
陸

閘
（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
=
3
6
8
.8

ｍ
陸

閘
2
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

　

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

市 町 村 名

湾

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え

で
の

地
域

に
お

け
る

配
慮

事
項

所 管 ・ 管 理 者

指 定 済

要 指 定

防
護

環 境
利 用

海
岸

保
全

区
域

に
「

指
定

済
」

及
び

「
要

指
定

」
に

〇
印

が
な

い
も

の
：

一
般

公
共

海
岸

な
ど

８
.
維
持

又
は

修
繕

の
方

法

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：

　
◎

利
用

対
応

：
　

□

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

52



53



津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

陸 前 高 田 市

水 ･ 県

広 田 湾
○

広
田

漁
港

海
岸

（
広

田
）

　
広

田
湾

の
東

岸
に

位
置

し
、

定
置

網
、

刺
網

、
ワ

カ
メ

漁
等

が
中

心
。

背
後

は
住

宅
密

集
地

。
T
.P

＋
8
.1

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

8
.1

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,0

3
0
ｍ

水
門

4
基

陸
閘

7
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ･ 県

広 田 湾
○

広
田

漁
港

海
岸

（
後

浜
）

　
広

田
湾

の
東

岸
に

位
置

し
、

定
置

網
、

刺
網

、
ワ

カ
メ

漁
等

が
中

心
。

背
後

の
高

台
に

民
地

が
点

在
。

T
.P

＋
8
.1

0
m

(4
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

8
.1

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
陸

閘
（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
4
3
ｍ

陸
閘

2
基

礫
浜

景
観

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

河 ・ 県

広 田 湾
○

石
浜

海
岸

　
崖

海
岸

で
、

比
較

的
静

穏
で

清
涼

な
海

岸
。

背
後

は
農

地
。

T
.P

＋
6
.3

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

●
●

●

△ ◎ □ 〇

保
守

点
検

体
制

の
充

実
や

、
防

護
・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。

施
設

の
健

全
度

を
維

持
・
確

保
す

る
。

堤
防

L
=
1
5
0
ｍ

離
岸

堤
1
基

（
L
=
1
2
0
ｍ

）
舟

曳
場

L
=
1
0
ｍ

突
堤

工
1
基

護
岸

L
=
3
1
ｍ

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

市 町 村 名

湾

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

所 管 ・ 管 理 者

指 定 済

要 指 定

防
護

環 境
利 用

海
岸

保
全

区
域

に
「

指
定

済
」

及
び

「
要

指
定

」
に

〇
印

が
な

い
も

の
：

一
般

公
共

海
岸

な
ど

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

広 田 湾
○

○
大

陽
漁

港
海

岸

　
崖

海
岸

の
中

に
立

地
す

る
漁

港
で

、
港

内
に

は
砂

浜
海

岸
が

形
成

さ
れ

て
い

る
。

集
落

は
背

後
の

斜
面

に
立

地
。

T
.P

＋
8
.8

0
m

(6
.3

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

8
.8

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

2
0
8
.3

ｍ
水

門
1
基

陸
閘

2
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

広 田 湾
矢

の
浦

漁
港

海
岸

　
崖

海
岸

の
中

に
立

地
す

る
漁

港
で

、
定

置
網

、
カ

キ
、

ホ
タ

テ
漁

等
が

中
心

。
集

落
は

背
後

の
高

台
に

立
地

。
―

（
 －

 ）
―

（
 －

 ）
 

○
○

◎ □
現

状
の

海
岸

環
境

の
継

承
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
―

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

農 ・ 県

広 田 湾
○

小
友

農
地

海
岸

　
広

田
湾

の
湾

奥
に

位
置

し
、

前
面

に
は

干
潟

の
計

画
が

あ
る

。

T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(6
.1

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● △ □ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

、
施

設
の

安
定

を
確

保
す

る
。

耕
作

者
等

の
利

用
に

配
慮

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

天
端

高
を

T
.P

+
1
2
.5

0
m

と
し

て
堤

防
を

整
備

す
る

。
堤

防
L
=
5
0
0
ｍ

樋
門

２
基

避
難

路
、

避
難

場
所

、
避

難
誘

導
対

策
へ

の
ソ

フ
ト

面
の

充
実

に
よ

り
対

処
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

広 田 湾
○

両
替

漁
港

海
岸

　
広

田
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
す

る
平

地
部

の
漁

港
で

、
定

置
網

、
カ

キ
、

ワ
カ

メ
漁

等
が

中
心

。
T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(6
.1

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

6
5
8
.6

ｍ
水

門
2
基

陸
閘

2
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

河 ・ 県

広 田 湾
○

勝
木

田
海

岸

　
広

田
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
し

、
背

後
は

鉄
道

、
民

家
、

農
地

が
立

地
。

T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(6
.2

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

 

● △ ◎

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
2
.5

0
m

と
し

た
胸

壁
を

整
備

す
る

。
胸

壁
L
=
6
3
7
ｍ

水
門

1
基

消
波

工
5
9
0
.1

ｍ
樋

門
2
基

養
殖

施
設

等
環

境
に

配
慮

し
施

工
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

市 町 村 名

湾

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

所 管 ・ 管 理 者

指 定 済

要 指 定

防
護

環 境
利 用

海
岸

保
全

区
域

に
「

指
定

済
」

及
び

「
要

指
定

」
に

〇
印

が
な

い
も

の
：

一
般

公
共

海
岸

な
ど

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要

56
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津
波

侵
食

計
画

天
端

高
(
現

況
天

端
高

)
計

画
天

端
高

(
現

況
天

端
高

)
津 波

侵 食

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

広 田 湾
○

脇
之

沢
漁

港
海

岸

　
広

田
湾

の
湾

奥
部

に
位

置
す

る
平

地
部

の
漁

港
で

カ
キ

、
ホ

タ
テ

、
コ

ン
ブ

漁
等

が
中

心
T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(6
.1

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

1
,8

5
8
.1

ｍ
水

門
6
基

陸
閘

4
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

河 ・ 県

広 田 湾
○

高
田

海
岸

（
高

田
松

原
海

岸
）

　
三

陸
海

岸
最

大
級

の
砂

浜
海

岸
（
高

田
松

原
）
で

、
背

後
は

広
大

な
松

林
。

最
観

が
す

ば
ら

し
く
、

四
季

を
通

じ
て

観
光

客
が

多
い

。

T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(5
.5

0
m

)
T
.P

.+
3
.0

0
m

（
3
.0

0
m

）
●

●
●

●

● 〇 △ ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
海

岸
保

全
に

必
要

な
施

設
を

検
討

し
て

、
そ

の
整

備
を

実
施

す
る

。
保

守
点

検
体

制
の

充
実

や
、

防
護

・
保

全
施

設
の

維
持

管
理

を
実

施
し

て
、

施
設

の
安

定
を

確
保

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

利
用

者
の

快
適

性
を

高
め

る
た

め
の

質
の

高
い

海
岸

整
備

を
検

討
し

推
進

す
る

。

堤
防

天
端

高
を

T
.P

+
1
2
.5

0
m

と
し

た
堤

防
を

整
備

す
る

。
憩

い
の

場
の

確
保

、
海

辺
へ

の
ア

ク
セ

ス
性

を
改

善
・
向

上
さ

せ
る

。

堤
防

L
=
3
,9

2
6
ｍ

人
工

リ
ー

フ
３

基
（
L
=
1
,2

8
6
ｍ

）
水

門
1
基

陸
閘

1
基

養
浜

L
=
1
,0

0
0
ｍ

環
境

省
指

定
「
三

陸
復

興
国

立
公

園
」
の

地
区

別
地

域
、

お
よ

び
文

化
庁

指
定

「
名

勝
高

田
松

原
」
に

含
ま

れ
る

地
域

の
た

め
、

環
境

・
景

観
に

配
慮

し
計

画
・
施

工
す

る
。

漁
業

施
設

等
環

境
に

配
慮

し
施

工
す

る
。

日
常

巡
視

、
台

風
や

地
震

等
の

発
生

後
の

臨
時

点
検

及
び

5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
利

用
者

が
訪

れ
る

海
岸

で
あ

る
た

め
、

日
常

巡
視

や
臨

時
点

検
に

際
し

て
は

、
特

に
利

用
者

の
安

全
に

留
意

す
る

。
侵

食
を

受
け

て
い

る
海

岸
で

あ
る

た
め

、
日

常
巡

視
や

臨
時

点
検

に
際

し
て

は
、

特
に

砂
浜

の
変

化
に

留
意

す
る

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ･ 県

広 田 湾
○

長
部

漁
港

海
岸

　
長

部
川

の
河

口
に

位
置

し
、

ア
ワ

ビ
の

放
流

も
行

わ
れ

る
。

背
後

は
平

地
で

家
屋

が
密

集
。

T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(6
.5

0
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.5

0
ｍ

の
胸

壁
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

胸
壁

L
＝

6
6
5
ｍ

水
門

2
基

陸
閘

1
基

礫
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

陸 前 高 田 市

水 ・ 市

広 田 湾
○

要
谷

漁
港

海
岸

　
崖

海
岸

の
中

に
立

地
す

る
漁

港
で

、
定

置
網

、
カ

キ
、

ワ
カ

メ
漁

等
が

中
心

。
集

落
は

大
部

分
が

高
台

に
密

集
。

T
.P

＋
1
2
.5

0
m

(4
.9

5
m

)
―

（
 －

 ）
●

 
●

●

● ◎ □

津
波

対
策

施
設

を
整

備
し

て
津

波
へ

の
防

護
を

確
保

す
る

。
岩

礁
景

観
の

保
全

に
努

め
る

。
漁

港
施

設
の

利
用

に
配

慮
す

る
。

天
端

高
Ｔ

．
Ｐ

．
＋

1
2
.5

0
ｍ

の
堤

防
を

整
備

す
る

。
水

門
（
自

動
化

）
、

陸
閘

（
遠

隔
化

）
を

整
備

す
る

。
現

状
の

海
岸

環
境

を
継

承
す

る
。

漁
港

施
設

の
利

用
に

配
慮

す
る

。

堤
防

L
＝

5
2
7
.5

ｍ
水

門
4
基

陸
閘

3
基

砂
浜

の
保

全
に

努
め

る
。

漁
業

者
と

の
調

整
に

配
慮

す
る

。
日

常
巡

視
、

台
風

や
地

震
等

の
発

生
後

の
臨

時
点

検
及

び
5
年

に
1
回

程
度

の
定

期
点

検
を

実
施

し
、

適
切

な
維

持
・
修

繕
を

行
う

。
施

設
及

び
施

設
を

操
作

す
る

た
め

に
必

要
な

機
械

・
器

具
等

を
良

好
な

状
態

に
保

つ
よ

う
、

操
作

規
則

等
に

従
い

、
定

期
的

な
点

検
・
整

備
を

行
う

。

農
：

農
村

振
興

局
　

　
林

：
林

野
庁

　
　

水
：

水
産

庁
　

　
河

：
水

国
土

局
　

　
港

：
港

湾
局

　
　

海
岸

保
全

区
域

に
「

指
定

済
」

及
び

「
要

指
定

」
に

〇
印

が
な

い
も

の
：

一
般

公
共

海
岸

な
ど

防
護

対
応

：
　

●
津

波
対

策
、

　
○

侵
食

な
ど

の
海

岸
保

全
対

策
、

　
△

保
守

点
検

等
環

境
対

応
：
　

◎
利

用
対

応
：
　

□

４
.
海

岸
管

理
者

が
実

施
す

る
施

策
５

．
海

岸
管

理
(
整

備
)
目

標
６

.
海

岸
保

全
施

設
整

備
概

要
指 定 済

要 指 定

防
護

環 境
利 用

８
.
維

持
又

は
修

繕
の

方
法

整
　

備
　

箇
　

所
　

整
　

理
　

表

市 町 村 名

湾

海
岸

保
全

区
域

海
岸

名

（
地

域
名

・
字

名
や

　
一

般
的

な
呼

称
）

１
．

海
岸

の
特

性

２
．

防
護

水
準

（
堤

防
等

の
高

さ
）

３
．

海
岸

で
特

に
必

要
な

観
点

７
.
施

設
整

備
を

行
う

う
え
で

の
地

域
に

お
け

る
配

慮
事

項

所 管 ・ 管 理 者

58



59



60



61



岩
手

県
1
/
3

代
表

堤
防

高
（

ｍ
）

三
陸

南
沿

岸
水

姉
吉

漁
港

海
岸

宮
古

市
重

茂
字

姉
吉

-
　

林
地

、
そ

の
他

(
岩

手
県

）
水

千
鶏

漁
港

海
岸

宮
古

市
重

茂
字

千
鶴

-
林

地
、

そ
の

他

水
石

浜
漁

港
海

岸
宮

古
市

重
茂

字
神

嗣
石

浜
-

林
地

、
そ

の
他

水
川

代
漁

港
海

岸
宮

古
市

重
茂

字
川

代
-

林
地

、
そ

の
他

水
大

沢
漁

港
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

字
浜

川
目

～
袴

田
9
.
7
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

水
山

田
漁

港
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

柳
沢

～
伝

作
鼻

9
.
7
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

市
街

地
、

住
宅

地

水
織

笠
漁

港
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

織
笠

9
.
7
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地

林
長

林
地

区
下

閉
伊

郡
山

田
町

船
越

3
.
5
0

護
岸

林
地

林
浦

の
浜

地
区

下
閉

伊
郡

山
田

町
船

越
2
.
7
0

護
岸

林
地

、
農

地
、

そ
の

他

農
浦

の
浜

農
地

海
岸

下
閉

伊
郡

山
田

町
船

越
字

浦
の

浜
1
1
.
6
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
水

門
、

養
浜

農
地

、
そ

の
他

水
船

越
漁

港
海

岸
(
浦

の
浜

)
1
1
.
6
0

胸
壁

住
宅

地
、

農
地

水
大

浦
漁

港
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

船
越

字
大

浦
9
.
7
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

水
小

谷
鳥

漁
港

海
岸

下
閉

伊
郡

山
田

町
船

越
字

小
谷

鳥
-

－

農
小

谷
島

農
地

海
岸

下
閉

伊
郡

山
田

町
船

越
字

前
田

1
2
.
8
0

堤
防

堤
防

、
樋

門
農

地

水
船

越
漁

港
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

船
越

1
2
.
8
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

そ
の

他

水
国

船
越

南
海

岸
下

閉
伊

郡
山

田
町

船
越

1
2
.
8
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
樋

門
堤

防
、

樋
門

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

農
地

、
そ

の
他

水
吉

里
吉

里
漁

港
海

岸
上

閉
伊

郡
大

槌
町

吉
里

吉
里

1
2
.
8
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
水

門
、

護
岸

堤
防

、
胸

壁
、

水
門

住
宅

地
、

農
地

林
浪

板
地

区
上

閉
伊

郡
大

槌
町

吉
里

吉
里

4
.
5
0

護
岸

商
業

業
務

地
、

林
地

水
大

槌
漁

港
海

岸
上

閉
伊

郡
大

槌
町

字
安

渡
～

字
赤

浜
1
4
.
5
0
(
安

渡
)

6
.
4
0
(
赤

浜
)

6
.
4
0
(
白

石
)
堤

防
、

水
門

、
胸

壁
住

宅
地

、
商

業
業

務
地

、
工

業
地

、
農

地
、

林
地

水
室

浜
漁

港
海

岸
釜

石
市

片
岸

町
室

浜
1
4
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地

水
片

岸
漁

港
海

岸
釜

石
市

片
岸

-

水
国

片
岸

海
岸

釜
石

市
鵜

住
居

町
片

岸
1
4
.
5
0

堤
防
、

樋
門

堤
防

、
樋

門
住

宅
地

、
商

業
業

務
地

、
農
地

、
そ

の
他

林
根

浜
地

区
釜

石
市

鵜
住

居
町

5
.
6
0

護
岸

商
業

業
務

地
、

農
地

、
林

地

水
箱

崎
漁

港
海

岸
釜

石
市

箱
崎

町
字

箱
崎

～
鵜

住
居

町
字

根
浜

1
4
.
5
0
(
箱

崎
)

5
.
6
0
(
根

浜
)
堤

防
、

護
岸

、
水

門
、

胸
壁

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

工
業

地
、

農
地

、
林

地

水
白

浜
（

鵜
住

居
）

漁
港

海
岸

釜
石

市
箱

崎
町

白
浜

1
4
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

水
仮

宿
漁

港
海

岸
釜

石
市

箱
崎

町
字

仮
宿

1
2
.
0
0

堤
防

堤
防

そ
の

他

水
桑

の
浜

漁
港

海
岸

釜
石

市
箱

崎
町

字
桑

の
浜

1
2
.
0
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地

水
両

石
漁

港
海

岸
釜

石
市

両
石

町
字

両
石

1
2
.
0
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

農
地

水
国

水
海

海
岸

釜
石

市
両

石
町

水
海

1
2
.
0
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
養

浜
、

護
岸

、
水

門
林

地
、

商
業

業
務

地
、

そ
の
他

港
釜

石
港

海
岸

（
泉

）
釜

石
市

新
浜

町
泉

-
そ

の
他

水
釜

石
漁

港
海

岸
釜

石
市

新
浜

町
～

港
町

6
.
1
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地

港
釜

石
港

海
岸

（
須

賀
）

釜
石

市
只

越
町

～
港

町
須

賀
6
.
1
0

胸
壁
、

水
門

、
陸

閘
胸

壁
、

水
門

、
陸

閘
住

宅
地

、
商

業
業

務
地

、
工

業
地

、
そ

の
他

水
嬉

石
漁

港
海

岸
釜

石
市

嬉
石

6
.
1
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
陸

閘
住

宅
地

港
釜

石
港

海
岸

（
大

平
）

釜
石

市
大

平
町

大
平

6
.
1
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
、

陸
閘

工
業

地

水
平

田
漁

港
海

岸
釜

石
市

大
字

平
田

6
.
1
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地

港
釜

石
港

海
岸

（
湾

口
）

釜
石

市
新

浜
町

鷲
ノ

巣
﨑

～
平

田
町

青
出

浜
-

湾
口
防

波
堤

港
湾

、
市

街
地

、
そ

の
他

水
白

浜
（

釜
石

）
漁

港
海

岸
釜

石
市

大
字

平
田

字
白

浜
6
.
1
0

堤
防
、

水
門

住
宅

地

港
釜

石
港

海
岸

（
尾

崎
）

釜
石

市
平

田
町

尾
崎

-
林

地
、

そ
の

他

水
国

青
出

浜
海

岸
釜

石
市

平
田

町
青

出
浜

-
そ

の
他

水
佐

須
漁

港
海

岸
釜

石
市

大
字

平
田

字
佐

須
1
4
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門

水
唐

丹
漁

港
海

岸
（

花
露

辺
）

釜
石

市
唐

丹
町

花
露

辺
-

水
唐

丹
漁

港
海

岸
（

本
郷

）
釜

石
市

唐
丹

町
本

郷
-

注
1
）

代
表

堤
防

高
は
計

画
堤

防
高

と
し

て
い

る
。

注
2
)
 
受

益
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

各
市

町
村

の
ま

ち
づ

く
り

計
画

に
伴

い
変

更
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

山
田

町
山

田
町

の
一

部

釜
石

市
の

一
部

海
岸

名
配

置

区
域

宮
古

市

大
槌

町

宮
古

市
の

一
部

住
宅

地
、

そ
の

他

大
槌

町
の

一
部

釜
石

市

別
表

計
画

事
項

沿
岸

名
市

町
村

名
種

類

既
設

受
益

の
地

域

地
域

状
況

計
画

所
管
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岩
手

県
2
/
3

代
表

堤
防

高
（

ｍ
）

三
陸

南
沿

岸
農

本
郷

農
地

海
岸

釜
石

市
唐

丹
町

字
大

曽
根

1
4
.
5
0

堤
防

、
水

門
堤

防
、

水
門

農
地

、
そ

の
他

(
岩

手
県

）
水

小
白

浜
漁

港
海

岸
釜

石
市

唐
丹

町
字

小
白

浜
～

字
下

荒
川

1
4
.
5
0

胸
壁

、
水

門
胸

壁
、

樋
門

・
陸

閘
住

居
地

、
農

地
水

国
小

白
浜

海
岸

釜
石

市
唐

丹
町

字
片

岸
1
4
.
5
0

堤
防
、

水
門

、
陸

閘
堤

防
、

水
門

、
陸

閘
住

宅
地

、
商

業
業

務
地

、
農
地

農
下

荒
川

農
地

海
岸

釜
石

市
唐

丹
町

字
荒

川
1
4
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
水

門
農

地
、

そ
の

他
水

大
石

漁
港

海
岸

釜
石

市
唐

丹
町

大
石

1
4
.
5
0

堤
防

住
宅

地

水
千

歳
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
千

歳
-

－
－

水
根

白
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
根

白
-

－
－

水
扇

洞
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
扇

洞
-

－
－

農
沖

田
農

地
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
沖

田
4
.
5
0

護
岸
、

消
波

提
－

農
地

農
吉

浜
農

地
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
川

原
7
.
1
5

堤
防
、

樋
門

、
沖

合
施

設
－

農
地

水
吉

浜
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
横

石
7
.
1
5

堤
防
、

水
門

－
農

地
、

林
地

水
増

館
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

吉
浜

字
増

館
-

－
－

水
小

壁
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

越
喜

来
鳥

頭
-

－
－

水
越

喜
来

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

三
陸

町
越

喜
来

字
杉

下
1
1
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
陸

閘
住

宅
地

、
そ

の
他

水
国

越
喜

来
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

越
喜

来
1
1
.
5
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
水

門
堤

防
、

養
浜

、
水

門
住

宅
地

、
商

業
用

地
、

農
地

水
泊

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

三
陸

町
越

喜
来

字
泊

1
1
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
陸

閘
住

居
地

、
農

地

水
国

下
甫

嶺
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

下
甫

嶺
1
1
.
5
0

堤
防
、

消
波

提
、

水
門

堤
防

、
水

門
、

沖
合

施
設

住
宅

地
、

農
地

水
鬼

沢
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

越
喜

来
字

鬼
沢

4
.
3
0

堤
防
、

護
岸

－
林

地

水
崎

浜
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
三

陸
町

越
喜

来
字

杉
下

1
1
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

水
小

石
浜

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

三
陸

町
綾

里
字

小
石

浜
1
1
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

、
林

地

水
砂

子
浜

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

三
陸

町
綾

里
字

砂
子

沢
-

－
－

水
野

野
前

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

三
陸

町
綾

里
字

白
浜

7
.
9
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
水

門
－

住
宅

地
、

農
地

水
綾

里
漁

港
海

岸
（

綾
里

）
大

船
渡

市
三

陸
町

綾
里

字
田

浜
～

字
石

浜
1
1
.
6
0

住
宅

地
、

農
地

水
綾

里
漁

港
海

岸
（

石
浜

）
大

船
渡

市
三

陸
町

綾
里

字
田

浜
～

字
石

浜
1
1
.
6
0

住
宅

地
、

農
地

水
小

路
漁

港
海

岸
（

田
の

尻
）

大
船

渡
市

三
陸

町
綾

里
字

田
の

尻
-

－
－

水
小

路
漁

港
海

岸
（

小
路

）
大

船
渡

市
三

陸
町

綾
里

字
小

路
-

－
－

水
合

足
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
赤

崎
字

合
足

-
－

－
そ

の
他

林
赤

崎
地

区
大

船
渡

市
赤

崎
字

合
足

2
.
5
0

護
岸

林
地

、
農

地

農
合

足
農

地
海

岸
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
合

足
1
4
.
1
0

堤
防
、

水
門

、
陸

閘
堤

防
、

水
門

、
陸

閘
農

地

水
長

崎
漁

港
海

岸
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
長

崎
-

－
住

宅
地

、
そ

の
他

林
鳥

沢
地

区
大

船
渡

市
赤

崎
町

鳥
沢

5
.
1
7

護
岸

林
地

、
商

業
業

務
地

水
蛸

ノ
浦

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

赤
崎

町
字

鳥
沢

～
字

蛸
ノ

浦
7
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

港
大

船
渡

港
海

岸
（

清
水

）
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
蛸

ノ
浦

～
字

清
水

7
.
5
0

胸
壁
、

水
門

、
陸

閘
胸

壁
、

水
門

、
陸

閘
住

宅
地

、
そ

の
他

港
大

船
渡

港
海

岸
（

永
浜

）
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
永

浜
～

字
大

立
7
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
水

門
、

陸
閘

住
宅

地
、

そ
の

他

港
大

船
渡

港
海

岸
（

山
口

）
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
山

口
～

字
生

形
7
.
5
0

胸
壁

胸
壁

、
陸

閘
住

宅
地

、
工

業
地

、
そ

の
他

水
国

跡
浜

海
岸

大
船

渡
市

赤
崎

町
跡

浜
～

山
口

7
.
5
0

胸
壁

、
陸

閘
住

宅
地

、
農

地
、

そ
の

他

水
国

普
金

海
岸

大
船

渡
市

赤
崎

町
普

金
7
.
5
0

胸
壁

、
陸

閘
住

宅
地

、
工

業
地

、
そ

の
他

港
大

船
渡

港
海

岸
（

茶
屋

前
）

大
船

渡
市

大
船

渡
町

字
欠

ノ
下

向
～

字
茶

屋
前

7
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
水

門
、

樋
門

、
陸

閘
住

宅
地

、
商

業
業

務
地

、
工

業
地

、
そ

の
他

港
大

船
渡

港
海

岸
（

野
々

田
）

大
船

渡
市

大
船

渡
町

字
茶

屋
前

～
字

笹
﨑

7
.
5
0

胸
壁

、
水

門
、

陸
閘

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

工
業

地
、

そ
の

他

水
大

船
渡

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

大
船

渡
町

字
永

沢
～

末
崎

町
字

細
浦

7
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

工
業

地

港
大

船
渡

港
海

岸
（

湾
口

）
大

船
渡

市
赤

崎
町

字
尾

崎
～

末
﨑

町
字

長
磯

-
湾

口
防

波
堤

湾
口

防
波

堤
港

湾
、

住
宅

地
、

市
街

地
、

農
地

、
そ

の
他

注
1
）

代
表

堤
防

高
は
計

画
堤

防
高

と
し

て
い

る
。

注
2
)
 
受

益
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

各
市

町
村

の
ま

ち
づ

く
り

計
画

に
伴

い
変

更
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

大
船

渡
市

の
一

部

種
類

受
益

の
地

域

既
設

海
岸

名
配

置

釜
石

市

区
域

所
管

計
画

地
域

別
表

計
画

事
項

沿
岸

名
市

町
村

名

大
船

渡
市

大
船

渡
市

三
陸

町
の

一
部

胸
壁

、
水

門
・

樋
門

・
陸

閘
胸

壁
、

水
門

状
況

釜
石

市
の

一
部
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岩
手

県
3
/
3

代
表

堤
防

高
（

ｍ
）

三
陸

南
沿

岸
水

碁
石

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

末
崎

町
字

大
浜

8
.
0
0

胸
壁

、
水

門
(
岩

手
県

）
水

泊
里

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

末
崎

町
字

泊
里

1
2
.
8
0

堤
防

、
水

門
堤

防
、

樋
門

水
門

の
浜

漁
港

海
岸

大
船

渡
市

末
崎

町
字

梅
神

～
字

西
舘

1
2
.
8
0

胸
壁
、

護
岸

、
沖

合
施

設
、

　
　

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

大
船

渡
市

の
一

部

水
只

出
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

小
友

町
字

只
出

～
広

田
町

字
長

洞
1
0
.
9
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

、
林

地

水
国

田
の

浜
海

岸
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

小
長

洞
3
.
1
0

護
岸
、

消
波

提
住

宅
地

、
農

地

水
六

ヶ
浦

漁
港

海
岸

（
袖

野
）

陸
前

高
田

市
広

田
町

字
六

ヶ
浦

字
袖

野
-

－
－

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

農
地

、
林

地

水
国

大
野

海
岸

陸
前

高
田

市
広

田
町

大
野

1
0
.
4
0

堤
防
、

護
岸

、
沖

合
施

設
堤

防
、

養
浜

住
宅

地
、

農
地

水
六

ヶ
浦

漁
港

海
岸

（
本

港
）

陸
前

高
田

市
広

田
町

字
六

ヶ
浦

1
0
.
4
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
水

門
堤

防
、

樋
門

・
陸

閘
住

宅
地

、
農

地

水
大

祝
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

大
祝

～
字

小
祝

-
－

－
農

地
、

林
地

水
三

鏡
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

黒
崎

-
－

－

水
根

岬
漁

港
海

岸
（

岩
倉

）
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

岩
倉

6
.
3
0

胸
壁
、

護
岸

－

水
根

岬
漁

港
海

岸
（

根
岬

）
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

根
岬

6
.
3
0

胸
壁
、

水
門

－

水
広

田
漁

港
海

岸
（

広
田

）
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

泊
8
.
1
0

胸
壁

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

水
広

田
漁

港
海

岸
（

後
浜

）
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

後
浜

8
.
1
0

胸
壁

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

水
国

石
浜

海
岸

陸
前

高
田

市
広

田
町

字
御

城
林

6
.
3
0

護
岸
、

沖
合

施
設

沖
合

施
設

、
養

浜
住

宅
地

、
農

地
、

林
地

水
大

陽
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

広
田

町
字

越
田

～
字

大
陽

8
.
8
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

水
矢

の
浦

漁
港

海
岸

陸
前

高
田

市
小

友
町

字
獺

沢
～

字
矢

の
浦

－

農
小

友
農

地
海

岸
陸

前
高

田
市

小
友

町
字

小
友

浦
1
2
.
5
0

堤
防
、

樋
門

堤
防

、
樋

門
農

地
、

そ
の

他

水
両

替
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

小
友

町
字

両
替

1
2
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
樋

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

農
地

水
国

勝
木

田
海

岸
陸

前
高

田
市

小
友

町
字

金
浜

～
米

崎
町

堂
の

前
1
2
.
5
0

護
岸
、

消
波

提
胸

壁
住

宅
地

、
農

地

水
脇

之
沢

漁
港

海
岸

陸
前

高
田

市
米

崎
町

字
堂

の
前

～
字

沼
田

1
2
.
5
0

堤
防
、

水
門

堤
防

、
水

門
・

陸
閘

住
宅

地
、

商
業

業
務

地
、

農
地

水
国

高
田

海
岸

（
高

田
松

原
海

岸
）

陸
前

高
田

市
気

仙
町

砂
盛

～
高

田
町

下
宿

1
2
.
5
0

堤
防
、

沖
合

施
設

、
水

門
、

護
岸

堤
防

、
水

門
、

養
浜

住
宅

地
、

市
街

地
、

商
業

業
務

地
、

林
地

、
そ

の
他

水
長

部
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

気
仙

町
字

長
部

1
2
.
5
0

胸
壁
、

水
門

胸
壁

、
樋

門
・

陸
閘

商
業

業
務

地
、

そ
の

他

水
要

谷
漁

港
海

岸
陸

前
高

田
市

気
仙

町
字

古
谷

～
字

福
伏

1
2
.
5
0

堤
防
、

護
岸

、
水

門
堤

防
、

樋
門

・
陸

閘
住

宅
地

、
農

地
、

林
地

注
1
）

代
表

堤
防

高
は
計

画
堤

防
高

と
し

て
い

る
。

注
2
)
 
受

益
の

地
域

に
つ

い
て

は
、

各
市

町
村

の
ま

ち
づ

く
り

計
画

に
伴

い
変

更
と

な
る

場
合

が
あ

る
。

住
宅

地
、

農
地

、
林

地

既
設

受
益

の
地

域

陸
前

高
田

市
の

一
部

地
域

陸
前

高
田

市

所
管

区
域

計
画

種
類

海
岸

名

大
船

渡
市

住
宅

地
、

農
地

住
宅

地
、

農
地

、
林

地

住
宅

地
、

農
地

別
表

計
画

事
項

状
況

市
町

村
名

沿
岸

名
配

置
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